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実用化に向けた開発を行い、実際に提案をすることで
「学生でもできる簡単な実装にもまだ需要があるので
はないか」という仮説を立証する。
まずは龍谷大学の食堂の売上予測を検討する。

売上予測の需要

検討例

試しに公開されている食堂の売上予測に近いデータセットを学
習させた。モデルはRNNを用いて、料理名に対しては単語埋め
込みの結果にクラスタリングを行い質的データに変換した。

より季節変動に対応できて、必要とするデータ数の少ない時系
列データ用モデルを模索していきたい。

AI導入インパクトの大きい5領域が与えるとされる経済効果は
11兆円。この内のほとんどを中規模事業者が占める。
(売上予測も含まれる)
しかし中小企業において検討したことがない事業者が多数派。

損失の推移
クラスタリング
の結果

※経済産業省令和元年度戦略的基盤技術高度化・
連携支援事業（中小企業のＡＩ活用促進に関する
調査事業）調査報告書より


